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	 次　号　予　告	 Vol.41, No.4

	特集	 沈着症（仮）今月号のテーマは，薬剤性過敏症症候群（DIHS）
である．福田英嗣先生（本誌増刊号38：16，2016）
の論文には1980年代，1990年代そして2000年代別
にみると，2000年代にもっとも増加した薬疹とさ
れている．次回の2010年代の集計結果が待たれる．

DIHSは比較的限られた薬剤により発症する重
症薬疹であるが，どれも使用頻度の高い薬剤であ
り急激に患者数が増加している．その発症にHLA
が関与しており，原因薬剤や人種などの違いによ
り関連するHLAが異なる．将来的にはHLAを投与
前に検索しておくと， 本症の発症を予防できる
オーダーメイドの診療が可能になるかもしれない．

DIHSの臨床的特徴は，既存の薬疹とは異なり
HHV-6やサイトメガロウイルスなどの潜在的ウイ
ルスの再活性化が原因薬剤の中止後に認められる
ことである．これは免疫再構築症候群によるもの
で，近年DIHSの回復期に甲状腺炎などの自己免
疫性疾患の合併も報告されており，実に興味深く
一筋縄ではいかない薬疹である．顔面はびまん性
発赤腫脹するが眼囲は蒼白になる特徴を有してお
り，体幹の浮腫性紅斑がTENなどの重症型薬疹な
のか鑑別に苦慮する例が多い．最近はDIHSの早
期診断バイオマーカーとして血清TARC値の有用
性がいわれている．今回も「topics」として，西村
友紀先生が血清TARC値と臨床症状および検査所
見との相関を取り上げた．重症型薬疹であるTEN
やSJSも軽度に値が上昇するが，DIHSの上昇域は
有意に高いという．診療所でも採血すれば上級施
設に紹介できる重要なツールになるかもしれない．
今後，DIHSをきたす薬剤が増えるのか，臨床像，

急性期や回復期の合併症などがもっと多彩になる
のか，10年後，20年後も症例数が増え続けるのか，
オーダーメイド医療が普及し発症を未然に予防で
きる日が来るのか．興味が尽きない重症薬疹の現
在をご一読いただきたい． （H.M.）
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